
     アクラス研修会のお知らせ （６月） 

 

「ことばを学ぶ姿を可視化する 

―子どもの日本語教育実践から」 
 

◆日時：２０１６年６月１２日（日） １５時～１７時 

 

◆講師：齋藤ひろみ（東京学芸大学教授） 

 

        ＜講師からのメッセージ＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■場所：アクラス日本語教育研究所  

(中野駅南口３分、詳しくはHPをご覧ください： 

http://www.acras.jp/) 

■定員：２０名（先着順とします）  

会員でない方は、参加申し込みと同時に会員登録をお願いします。 

会員登録 http://www.acras.jp/?page_id=878 →入会金・年会費無料 

なお、会員登録後、研修会等の情報をＭＬにてお知らせ致します。 

■受講料：無料（ただし、資料代および茶菓代として５００円いただきます）  

■申し込み： http://www.acras.jp/?page_id=897 

トランスナショナルな移動によって、日本で学ぶ多様な言語文化背景をもつ子ど

もたちのことばの教育について、子どもたちが学ぶ姿を通して考えたいと思いま

す。拙著『外国人児童生徒の学びを創る授業実践 「ことばと教科の力」をはぐく

む浜松の取り組み』（くろしお出版）では、浜松市内の日本語教室を担当する先生方

の授業実践を、読み手がその授業で子どもがどのように学び活動していたのかを思

い描けるようしたいと思いながら編集しました。子どもたちが日本語を学び、使う

ことによって、何ができ、どんな世界が広がっていくのか。そうした視点で子ども

の参加の様子をとらえることが授業を設計するためのヒントになります。それは子

どもに限りません。実践をどのように見るかについて、一緒に考えたいと思います。 
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